
- 1 - 

小城市男女共同参画審議会 議事録 

 

● 開催日時 ： 令和元年７月29日（月） 午前10時～午前12時 

● 開催場所 ： 小城市役所 西館 ２階 ２-６会議室 

● 出席委員 :  吉岡委員、原委員、福成委員、古川委員、吉田委員、相浦委員、勝原委員、 

西村委員、竹内委員、船津委員、村山委員、圓城寺委員、中尾委員、藤井委員 

● 事 務 局 ： （総務部 企画政策課) 

麻生企画政策課長、池田企画政策課副課長、森本協働推進係長、高塚主査、 

中島主事 

● 傍聴者数： ０名 

 

≪  議  事  録  ≫ 

午前１０時 開会 

１. 開 会 

（企画政策課長）皆さんこんにちは。本日は大変ご多用の中、ご出席いただきまして誠にあり

がとうございます。ただいまから小城市男女共同参画審議会を始めさせていただきたい

と思います。本日の進行につきましては、事前に送付させていただいております次第に

沿って進めさせていただきたいと思います。また、次第の下の方に記載しております 

資料につきましては、その都度説明していきたいと思いますので、ご了承をお願いいた

します。私は、本日の進行を務めさせていただきます小城市企画政策課長の麻生でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。まず最初に、この会の設置についてご説明

をしたいと思います。右肩に資料１と番号をふった資料がございます。小城市男女共同

参画審議会条例でございます。この条例に基づき、この審議会を設置しております。 

   小城市男女共同参画審議会は、プランの策定や見直しに関することだけではなく、プラ

ンに基づく施策の実施状況についてもご審議していただきたく、男女共同参画審議会と

して設置しております。第１条には、設置の目的。第２条には、この会で検討、審議す

る内容について。審議会では、策定及び見直しに加え、プランに基づく施策の実施状況

に関すること、進行状況についてもご審議いただくことになります。第３条につきまし

ては、組織の構成でございます。構成につきましては、資料２に委員名簿を一覧表にし
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て作成させていただいております。第４条でございますが、委員の任期についての規定

でございます。任期は２年となっておりますので、本日より令和３年７月28日までと

なっております。続きまして第５条には、会長及び副会長の選出についての規定でござ

います。ページをめくりまして、第６条には会議について、会議は、会長が招集し議長

となるという規定を定めております。第７条につきましては、関係者の会議への出席に

ついての規定でございます。第８条は、庶務でございます。これは小城市総務部企画政

策課において処理をさせていただきます。こういった内容でこの会議を構成させていた

だいておりますので、ご了承方よろしくお願いいたします。 

 

２. 委員の委嘱（委嘱状の交付） 

 

（企画政策課長）それでは、次第の２番目になりますが、最初に委嘱状の交付をさせていた 

だきます。本来であれば、本日、市長がここに参ってお渡しすべきところでございます

が、公務出張のため不在でございますので副市長が行います。交付につきましては、そ

れぞれ副市長よりお渡しをすべきところでございますが、時間の関係上、代表者１名の

方に代表して交付させていただきたいと思います。資料２の委員名簿で申し上げます。

名簿の一番最初の方、佐賀大学教授の吉岡剛彦先生に交付させていただきたいと思いま

す。吉岡先生、前の方にお進みください。 

《吉岡教授が代表で副市長より委嘱状受取》 

よろしくお願いいたします。ほかの委員様につきましては、机の上に既に委嘱状を差し

上げているかと思いますので、お納めいただきますようにお願いします。 

 

３. 副市長あいさつ 

 

（企画政策課長）続きまして、玉島副市長が挨拶を申し上げます。副市長、よろしくお願い 

します。 

（副市長）皆さん、おはようございます。小城市副市長の玉島と申します。本日は大変お忙し

い中、委員の皆様方におかれましては、本日の会議にご出席をいただきまして誠にあり

がとうございます。また、日ごろから小城市の男女共同参画社会の実現に向けてご尽力
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をいただいておりますことに、心より感謝申し上げたいと思います。さて、男女共同参

画社会基本法が成立しまして、今年、令和元年でちょうど 20 年になると記憶しており

ます。その間少しずつではありますが、小城市の方でも男女共同参画社会の実現に向け

た取り組みを少しずつ行っておりまして、男女がそれぞれの個性を重んじて、できる範

囲での共同の社会の実現のために向けて、取り組みを進めているところでございます。

最近ですと、男女共同参画の問題の大きい部分としましては、児童虐待を含めたところ

でのＤＶが非常にクローズアップされているようなところがございます。非常に早急に

対処していかなければならないと認識しているところでございます。さて、本日は平成

30 年度の事業実績についての報告と男女共同参画プランについての進捗状況について

ご報告申し上げますとともに、令和元年度の事業計画について、ご審議をいただくこと

になっております。どうぞ忌憚のないご意見を出していただいて、実りの多い審議会と

なるようによろしくお願い申し上げまして、私の挨拶とさせていただきます。本日はよ

ろしくお願いいたします。 

（企画政策課長）それでは、すみません。副市長はこの後、公務が入っておりますので退席さ

せていただきます。 

 

４. 委員紹介 

 

（企画政策課長）続きまして、次第４、委員の皆様のご紹介をさせていただきます。 

本来ならば、皆様にご挨拶をしていただきたいところですが、時間の関係上、事務局の

方から、名簿の順にお名前を読み上げさせていただきたいと思いますので、簡単にその

場で結構でございますのでご挨拶をいただければと思います。 

   まずは、名簿順の上から、学識経験者の方からご紹介させていただきます。佐賀大学教

育学部教授の吉岡 剛彦先生でございます。続きまして、佐賀県ＤＶ総合対策センター

所長の原 健一様でございます。続きまして、株式会社アテンド代表取締役社長の福成

有美様でございます。続きまして、関係団体からの推薦による者として、小城市区長連

絡協議会から古川 一二三様でございます。小城市地域婦人会から吉田 陸代様でござ

います。小城市人権擁護委員協議会 相浦 守夫様でございます。小城市小中学校校長

会から勝原 理先生です。小城商工会議所から西村 町子様でございます。小城市幼児



- 4 - 

教育保育ネットワーク保育部会から竹内 靖子様でございます。小城市社会福祉協議会

から船津 由美子様でございます。小城市男女共同参画ネットワークから村山 孝様で

ございます。市長が必要と認める者として、小城市内在住女性活躍者 ま・まんでぃ会

長の圓城寺 真理子様でございます。小城市女性人材バンクから中尾 祝子様でござい

ます。公募委員ということで、藤井 良重様でございます。ありがとうございました。 

それでは、続きまして、市の職員の紹介をさせていただきたいと思います。 

   私、企画政策課長の麻生と申します。よろしくお願いいたします。企画政策課副課長の

池田でございます。森本協働推進係長でございます。高塚主査でございます。中島主事

でございます。よろしくお願いいたします。 

 

５. 会長・副会長選出 

 

（企画政策課長）それでは、次第５番目になります、会長、副会長の選任に移りたいと思いま

す。会長、副会長の選任につきましては、審議会条例で概略の説明をさせていただきた

いと思います。資料１をご覧ください。条例中の第５条第１項及び第２項に、この審議

会に会長、副会長を置く。その選任については委員の互選により定めるということに

なっております。しかしながら、ここにお集まりの皆様におかれましては、初めてお会

いになっている方もいらっしゃると思いますので、できましたら事務局案ということで

提示させてもらいたいと思いますが、よろしいでしょうか。事務局案といたしましては

会長に、名簿番号１番の吉岡剛彦委員、副会長に名簿番号２番の原健一委員にお願いし

たいと考えておりますが、いかがでございましょうか。 

（委員一同）拍手 

（企画政策課長）ありがとうございます。それでは、会長に吉岡委員、副会長に原委員、宜し 

   くお願いします。会長、副会長、恐れ入りますが、席を前の方にお移りいただきたいと 

思います。 

それでは、６番の会長のあいさつをお願いします。 

 

６. 会長あいさつ 
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（吉岡会長）改めまして、今課長にご推挙いただきました佐賀大学の吉岡と申します。皆さん

んからのいろんな議論を引き出しながら、ご協力をいただき、進めていきたいと思いま

す。どうぞ宜しくお願いします。 

（企画政策課長）ありがとうございました。議事に入りますが、その前に、この審議会の公開

についてご説明をしたいと思います。小城市で定めております審議会等の会議の公開に

関する指針というものがありまして、審議会等の会議は原則公開するということになっ

ております。従いまして、この審議会の内容についても公開により行いたいと思ってお

ります。 

   また、会議の内容、結果の公表についてでございますが、議事録を作成して委員の皆様 

に確認をしていただいた上で、市のホームページで公開をしたいと考えております。 

   また、会議の審議風景・様子を写真撮影させていただきたいと思います。こちらの方 

も、ホームページ・市報等に掲載をさせていただきたいと思いますので御了解方、どう 

ぞ宜しくお願いします。 

それでは、審議に入りたいと思います。会議は会長が議長となるということになってお 

ります。ここから先は吉岡会長にお願いしたいと思います。どうぞ宜しくお願いしま 

す。 

（吉岡会長）では、会議次第に従って議事の方に入って参りたいと思います。再任の委員の方

もおられますけども新しく委員になられた方もあります。そのへんも含めて是非意見を

出していただきたいと思っておりますのでどうぞ宜しくお願いします。 

それでは、審議会次第の７の議事に入ってまいります。その(１)ですね。平成 30 年度

男女共同参画関連事業実績報告および第２次小城市男女共同参画プラン進捗状況につい

て資料３-１から３-３にかけてであります。では、ご説明の方を宜しくお願いいたしま

す。 

 

７．議 事 

 

（１）平成 30 年度男女共同参画関連事業実績報告【資料３-１】について 

「資料３-１ 平成 30 年度 男女共同参画関連事業実績」 

事務局より説明。 
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（吉岡会長）まずは資料３-１に関してでございます。小城市では男女共同参画をどう進めて

いくかという計画をたてておりまして、今第２次計画が実施されているところでありま

す。それで色々な事業を実施するということが書かれていて、その事業についてどのよ

うな内容でどういう参画方法で昨年度行われたということが報告されました。先ほど資

料３-１についてご説明がありましたが、何かご質問・ご意見等ありますでしょうか。 

（中尾委員）「男女参画推進事業」の一番下の方に、事業所向け男女共同参画啓発チラシを作

成して配付したとありますが、どの様な事業所に何部くらい配付されたのでしょうか。 

（吉岡会長）事業所向け男女共同参画啓発チラシ作成・配布に関してどのような内容で、どの

ような事業所にいつ、何部くらい配付されたのでしょうか。 

（企画政策課副課長）この分は、事業所のアンケートを一昨年実施しています。その時には商

工会議所や牛津芦刈商工会に協力してもらって、従業員数が 10 名以上の事業所にお願

いをしています。その事業所について、230 程度の事業所にチラシを郵送しております。

（審議会後、「事業所向け男女共同参画啓発チラシ」配布） 

（吉岡会長）10 名以上の規模の事業所 230 くらい送られたということです。よろしいでしょ

うか。その他にはいかかでしょうか。 

（原副会長）男女共同参画プラン策定・進行管理事業の所の、「各課へ審議会等への女性委員

登用の依頼」で委員を改選する審議会へ、女性の登用を依頼ということなんですが、こ

れは具体的な結果というものは出ているのでしょうか。実際にどれくらい女性の委員さ

んが増えたのでしょうか。 

（企画政策課副課長）資料３-３の２枚目にグラフを付けておりますが、29 年度が 30.2％、30

年度が 31.3％ということで若干ではありますが、審議会等での女性の登用率が伸びて

います。 

（企画政策課長）依頼の方法ですが、私が直接予算査定の場に入っておりますので、委員等の

報酬予算が出ている場合はなるだけ女性の登用をお願いし、新規の場合、登用率 35％

を目指しているため、それをカバーできるような委員の登用を総務部長査定や市長査定

の際に依頼して、上層部に意識づけいただくようなやり方をしております。 

（原副会長）もう一息な数字ですね。 

（企画政策課長）どうしても区長さんや医師会などに委員をお願いしていると役員は女性が少

ないという事情もあります。今年は区長会に女性の区長さんに４人入っていただいてい
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ます。底上げができればと考えていますが、地域性とか難しいところもあります。市に

裁量権があるようなときは女性の委員さんを積極的に登用してほしいと話をしている状

況です。 

（吉岡会長）この審議会は半々位になっているのですが、他の審議会についても委員を変える

時に働きかけてはいただいているということですけども、今はこういう状況にあるとの

ことです。 

（古川委員）区長会の女性区長さんが少ないと言われましたが、区長になったら夫婦共にその

役目を果たすというような形をとっておりますので、ほとんどの会議は男性が出てきま

すが、区長さんが行事等でどちらかに行かれた場合には奥さんが会議に参席するという

かたちをとっておりますので、30％程度は女性の方が出られると思っていただければ幸

いかと思います。 

（吉岡会長）実際の会議等には女性の方も参加して話し合っておられるということですね。 

（古川委員）区長会の会議についてはそうです。固定した形で区長になって部落を代表する家

庭が女性名義というのは、小城市区長連絡協議会の中でも少ないですね。小城市全体

181 部落の中から見ても数名しかおられませんので、その内容で何かあった場合にはそ

の箇所箇所で奥さんが代行してその主席に座って進めるというようなことをしておりま

す。 

（吉岡会長）わかりました。その他に何かありませんか。 

（圓城寺委員）資料３-１ですが、平成 30 年度決算額のＤＶ被害者支援職員研修ですが、69

円ということでしょうか？69 円というのはどういった費用でしょうか。 

（企画政策課長）講師の先生のお茶代です。１本 69 円のお茶代を支出しています。講師の先

生の謝金等は無料でお願いができましたので。 

（圓城寺委員）お茶代なんですね。ありがとうございました。 

（吉岡会長）その他続いて資料３-３に関連しますので、まずは続きのご説明を聞いてからあ 

らためてご質問をお願いしたいと思います。 

 

第２次小城市男女共同参画プラン進捗状況について【資料３－２、３－３】 

事務局より説明。 
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（吉岡会長）資料３-２は、男女共同参画プランのまず最初は成果目標、数値目標ですね。こ

のプランの中には基本目標として５つの柱がありまして、各柱ごとに特に重視される成

果目標があります。その下には各事業の中で数値目標があります。 

   資料３-３は小城市の中に設けられている審議会等の女性の割合が書かれています。資

料３-２と３-３についてご不明な点やご意見等ありますでしょうか。 

（藤井委員）平成 30 年度の実績値で×になっているところが２箇所あったと思います。５

ページの（１）「家庭や地域における男女共同参画の促進」の 14 番「男女がともに自治

会活動・コミュニティ活動へ参画することを促進するための意識啓発を行う」というと

ころと、８ページの（１）「生涯を通じた心と身体の健康づくりの推進」の 40 番「エイ

ズ/ＨＩＶ、性感染症等の予防等に関する情報提供を行う」というところが×だったこ

とのご説明をお願いします。 

（吉岡会長）未実施になっている理由等あればお願いします。今後取り組まれる予定などあれ

ばご説明ください。 

（企画政策課副課長）14 番「男女がともに自治会活動・コミュニティ活動へ参画することを

促進するための意識啓発を行う」の担当課は企画政策課ですが、自治会は課長も先ほど

言いましたように、自治会から推薦をされて区長さんになられるというパターンが多い

ので、なかなか啓発が難しい部分がありますが、コミュニティ活動、地域の活動等はＰ

ＴＡ等については女性の参画が進んでいるところもあります。企画政策課としても、区

長会に対してや、広く市報等を通じて今後啓発をしていければと考えています。なかな

か今現在できていないというのが現状です。 

40 番「エイズ/ＨＩＶ、性感染症等の予防等に関する情報提供を行う」は健康増進課が

主の担当となっておりますが、以前は広報紙等で啓発活動を行っていたようですが、昨

年度は未実施ということになっています。引き続き担当課の方にはプランの中で目標等

設定をしているので実施をお願いし、働きかけをしていきたいと考えています。 

（吉岡会長）審議会の中に小城市協働によるまちづくりの検討委員会というのがありますけど

も、今は設置されていないのでしょうか。これに女性の方が参加されていれば、コミュ

ニティ活動に参加したという理由づけになるかと思いますが。 

（企画政策課副課長）協働によるまちづくり検討委員会ですが、昨年の 11 月で委員の任期が

終了しており、提言をもらっているので、その時点で検討委員会は終了となっています。
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任期満了ということで人数は掲載していません。 

（吉岡会長）わかりました。 

（中尾委員）資料３-３の 27、28 番についてですが、「小城市農政審議会」と「小城市人・農

地プラン検討委員会」ですが、この二つは区長さんや組織の代表で組まれている審議会

となっているのでしょうか。一般参加はできないのでしょうか？地方自治法何条という

のは調べることができなかったので。大体区長会の代表の人とか、充て職で選ばれる方

たちだからこんなに少ないのでしょうか？農林水産課が所管課となっていますが。 

（企画政策課副課長）要綱を確認させていただいてよろしいでしょうか。充て職なのか、外部

の団体をいれてもよいのか、公募委員を入れるという方法もあるかと思いますので。 

（中尾委員）どういう組織になってこれだけ女性委員が少ないのかと思いまして。他のものは

結構職種関係で偏るとは思いますが、女性の意見も加えてもらってもよいのはないかと

思います。農業の半分以上は女性が担っていますので。 

（企画政策課長）ごもっともです。内容を調べさせてください。 

「農政審議会」の委員さんは、農業委員会の委員さん、佐城農業協同組合の理事さん、

あとは部会の代表の方、生産組合の会長さん、女性農村アドバイザーとして女性の方が

お２人いらっしゃいます。基本的に充て職であり、それぞれ農協や農業委員会、生産組

合の会長がそのまま委員さんになっていただいています。 

（中尾委員）そのあたりの組み合わせについて、今後検討いただきたいと思います。 

（企画政策課長）そうですね。 

（企画政策課副課長）「小城市人・農地プラン検討委員会」の方は市内の農業法人や主要農家

の方から女性の方を推薦していただいています。 

（中尾委員）それで５人いらっしゃるのですね。 

（企画政策課長）あとは農協、共済組合、改良普及センター、農林事務所、農業委員会、再生

協議会でこちらもどちらかというと充て職の方が多い状況です。 

（中尾委員）普及センターは女性所長ではなかったでしょうか？ 

（企画政策課長）普及センターは男性と女性１人ずつ出ていただいております。 

（吉岡会長）審議会は充て職である場合がありますが、各団体から推薦してもらうという方式

の場合に充て職と呼ばれています。小城市が主導できる場合には女性の方を選びやすい

のですが、各団体から推薦してもらう場合は、なかなか女性の方を出してもらえないと
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いうところが、農業関係だけでなく他の審議会にもあり、悩みの種になっているところ

ですね。 

（古川委員）５ページの（１）「家庭や地域における男女共同参画の推進」のところで、14 番

「男女がともに自治会活動・コミュニティ活動へ参画することを促進するための意識啓

発を行う」とありますが、昨日、子どもの夏のレクリエーションと夜は役員会を部落内

の 24 名で行いました。これに参加した比率を見ますと、男性が 20％程度で、後は女性

が班長さんとして参加していました。意見を交換して、内容によっては多く出る場合も

少なく出る場合もありますが、通常半数以上女性が来てくれます。昨日生涯学習課から

子どもたちに出前講座を実施していただき、51 名参加して公民館がいっぱいになり、

子どもたちも喜んでおり、またお願いしたいというような声もあっています。日曜日に

開催されたのですが、その講座にはお母さんばかりいらっしゃることを予想していまし

たが、結構男性も来ていただいて、大変有意義な時間となり、若い人たちは良い家庭づ

くりをされているなという感想を持ちました。 

（吉岡会長）いいですね。各地区でそういった取り組みが行われているんですね。 

（古川委員）はい。敬老会の際にもお願いして、認知症予防などいろいろやってみたいと思っ

ています。 

（吉岡会長）可能であれば、今後は各区長さんについてもそういった動きになっていけばいい

と思います。 

（古川委員）やはり、区長のなり手は全国的にも少なく、私の方にも三日月町の区長から自治

会を脱会したいと言われたり、区費を支払う際に使途の提示を求められたりすることが

あるからどうしたらよいかという相談がある。強制はできないので、まずは自治会規約

に明記し、それで効果が無ければ地縁団体の方に登録し、入会・脱退の意思決定を確実

にとり入会時には家族全員の名前を書いていただいて、脱会を希望する際は脱会届を提

出するようにと伝えた。脱会したからと言って仲間に入れないわけにはいかないので、

市報を配付したり、ゴミ置き場の使用も確約がある。しかしそこの清掃は誰が行うかと

いうようなときに（当番に割り振ることができず）問題が発生している。部落の子ども

クラブについては半数が脱会している。朝の交通誘導や防犯の見廻りなども、自分は子

どもクラブに入っていないから協力しないという声もあるが、それではいけない。子ど

もたちは入会の有無に関係なく友達として仲良く遊んだり、一緒に登校したりしている
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から、その姿を見て、協力しないといけないと思ってほしいと親御さん方には陰ながら

指導しています。 

（吉岡会長）わかりました。資料３-２、３-３についていかがでしょうか。何かありますで

しょうか。 

（福成委員）質問が２つと意見が２つあります。資料３-２ ３ページ（１）の①の１、【生涯

学習課】のところで「学習や体験を通じて、社会活動への参加促進と地域の模範となる

女性の育成を目的とした小城町女性学級を年８回開催した」とありますが、その対象者

というのはどなたなのでしょうか。また、具体的な内容を教えてください。82 人参加

をされているのであれば、模範となる女性の方で何か強みがおありなのであれば、女性

の人材バンクの登録者が２人しかいらっしゃらないということなので、そこに紐づけて

いくことができるのではと思います。そこのつながりがあれば、掘り起しになるのでは

ないかと思いました。それが一つ目の質問です。 

    もう一つは、資料３-２の７ページの（２）の①の 30 番ですが、「事業所に対し、

ワーク・ライフ・バランスの研修会を実施し、働き方改革を促す。」と書いてあります

が、この内容が比較的男性の育児参画というところですが、事業所に対してこれをＰＲ

されて育児参画の対象者の方を事業所が推薦したというか。事業所に対しというところ

が、例えば上のプレパパセミナーが男性育休とセットにして実施をされたとかいうので

あれば「事業所に対し」というのでフィットすると思うのですが、「事業所に対して働

き方改革を促す」ということの具体的な取り組みがこの二つであるというのはどういう

意図なのでしょうか。やり方としては大変効果的だと思いますし、方向性として間違っ

ているとかそういうことではなく、「事業所に対して」というところが疑問でしたので、

ご意見を聞かせていただきたいと思いました。 

    また、私の所感というか意見なのですが、３ページの（１）の②の５番「男女共同参

画の視点で活動を行う団体等に必要な情報提供を行い、スキルアップを図る」というと

ころですが、①スキルアップセミナーで働く女性の本音トークというところで、参加者

20 人で女性管理職がなぜ増えないのかということを市の管理職の皆さんをお呼びして

パネルディスカッションをされたというこのとなんですが、これはとても良かったとい

うご意見を伺いました。実際に管理職として働いている人とか、すでに意思決定者に

なっていらっしゃる方などの話を聞いてすごく勇気づけられたということを聞きました
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ので、これは良質なアウトプットだと思います。 

    ちなみに去年、長崎県の五島のほうからこの男女共同参画のネットワークの皆さんが

考えるイベントのアイデアづくりの前段に男女共同参画とは何か、ワーク・ライフ・バ

ランスとはなにかということを説明してほしいという依頼を受けました。その時に小城

市がされていた「男の本音トーク」とか小城市はおもしろいことをたくさんやられてい

ますので、ご紹介していたら「それはすごいですね、ネットワークの方が考えられたの

ですか？」とおっしゃっていたので、小城市はそういう良質なことを行われているとい

うことを小城市の人にも知ってもらいたいと思いますので、アウトプットをしていただ

きたいと思いました。 

    ７ページの 36 番「市職員へ育児休業・介護休業等制度等への周知を図り、取得促進

に取り組む」ということに関しては、「職員用掲示板で休暇等の取得について周知して

いる」とありますが、多分掲示板では制度はあるけれど使えないということになってし

まいがちなので、一番必要なのは育休取得の対象者となるという男性女性がいらっ

しゃったら、「育休は取るの？」と管理職の方が声をかけていくことなのではないかと

思っております。そのためどちらかというと風土づくり、声かけ等を大事にしていただ

ければと思います。以上です。 

（吉岡会長）そうですね、本音トークは結構あちこちで宣伝していただいていますね。ではご

質問を２ついただきました。１番に関してと 30 番に関していかがでしょうか。 

（企画政策副課長）１番の生涯学習課で実施をしている小城町の女性学級で８回講座があるの

ですが、その中の１回に「これからの 10 年～新しい時代の生き方・考え方」というこ

とで講座を実施されています。女性学級は、主に小城町にお住まいの女性の方で、平日

の昼間に講座があっているということで年齢層が高めになっています。60 代～70 代の

方が多いのかなと感じています。 

（福成委員）女性の人材バンクに登録いただくような方とは少し違うということでしょうか。 

（企画政策副課長）年齢層が少し高いように思います。女性人材バンクについては、公民館等

の講座の受講者で、今後若い方で市政に関心のある、興味を持っていらっしゃる方等に

声をかけていきたいと考えております。 

    また 30 番の事業所に対してのワーク・ライフ・バランスの部分ですが、ご指摘のと

り事業所対象というだけの内容ではないのですが、広くワーク・ライフ・バランスに関
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する内容と捉えて記載しています。12 月９日のプレパパセミナーについては県から実

施場所の提供の依頼があり、実施をしました。10 月 13 日と 11 月 10 日に実施をしてい

る分については、小城市男女共同参画ネットワークさんが県の補助を受けて実施をされ

ているものであります。いずれについても、事業所のみを対象にしたものではありませ

んが、広く皆さんにワーク・ライフ・バランスの推進をということで実施をしていると

ころです。 

（福成委員）ぜひ男性の育休取得とセットにして抱き合わせにしてアウトプットしていただく

といいのではないかなと思います。 

（企画政策課副課長）そうですね。ご意見ありがとうございます。 

（企画政策課長）36 番の「職員用掲示板での市職員へ育児休業・介護休業制度の周知」の件

ですが、ご質問ではなかったんですけれども、掲示板で取得について周知をしていると

いうことですが、多くの管理職も、夫婦で働いているという職員もかなりいますので、

企画政策課は、今年は男性が増えたのですが、昨年は私の回りが全員女性であったとい

うくらい女性が頑張ってくれている職場ですので、出来る限り女性が取得するなら男性

も取得する、その時の忙しさなどにもよりますが、男性にもできるだけ取っていただき

たいと思いますので、出来る限り声掛けをやっていきたいと思っております。 

（吉岡会長）女性職員の方は母子手帳をもらった段階で職場に申告される方が多いそうですが、

男性職員の方は申告されない場合もあって市役所内で把握することができなければ声か

けもできないという話も聞くことがあるので、申告してもらえるように考えていかない

といけないですね。他にありますでしょうか。 

（竹内委員）２つ意見を申し上げたいと思います。１つ目が先ほど話にも出てきましたけれど

も、資料３-２の５ページの 14 番「男女がともの自治会活動・コミュニティ活動へ参画

することを促進するための意識啓発を行う」が未実施となっているところですが、今年

度ぜひ実施していただきたい。やはり私たちもみんなで地域を作っていくという取り組

みが大切だと思います。色んな考え方があることは素敵なことなのですが、共に支え合

う地域づくりというところでぜひ啓発活動どんなことがみなさんの心に刺さるのかはい

ろんなご意見を聞かないといけないと思いますが、ぜひやっていただきたいというのが

一つの意見です。 

    ４ページの７番も未実施となっていますが、「保育・教育関係者へ男女平等の視点に
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立った保育・教育のための研修会等を実施する」という文言を読んで、８月に職員に向

けてのワーク・ライフ・バランスの講話がありますが、子どもたちに男女共同参画に

立った視点でどんなことができるのかなと思いました。小さいこどもたちに、どういっ

た視点で伝えていけばいいかといったときに、まだまだ勉強不足ですので、できれば素

敵な先生をお迎えして、ぜひ研修を行っていただくと私たちも未来を担う子どもたちに

何か伝えていけることがあるのではないかと思いますので、ぜひ実施していただきたい

と思います。 

（企画政策課長）ぜひ来年の会議では未実施が無いようにしていきたいと思っております。 

（吉岡会長）コミュニティに関しては、決まった審議会や協議会でなくても、町で町のことに

ついて話し合う機会に、男女問わず参加をいただいて、それを集約してみるとかいうこ

ともこの事業に含めてもいいのではないかと思います。総合計画の中で小学校の校区の

単位で話し合いの場を持ちましょうという計画もあったと思いますので、そういうとこ

ろを利用してみてもいいのではないかと思います。 

また、発達段階に応じて子どもたちにどういうふうに働きかけていくのかというのは今

後知恵を出して検討していきたいところですね。保育園等の場であれば、保護者の方に

どう働きかけるかということも課題になるかと思います。その他になにかありますで

しょうか。子どもたちに対する働きかけというところで何かありますでしょうか。 

（勝原委員）基本学校の中では、男女共同というのはあたりまえのようになっていますし、以

前は名簿上で男子が先、女子が後みたいな時代もありましたが、現在はあいうえお順で

男女混合で記載されています。比較的導入が遅かった中学校も、名簿も男女平等の考え

方で記載されています。子どもたちの中では男女平等というのは当たり前の話になって

います。 

（圓城寺委員）毎月１回居場所づくりをしていまして、子どもたちや地域の方、保護者の方が

集まって食事をしたり、１日一緒に過ごしています。その中であるお母さんたちの「女

の子だから料理ができるのね」というような会話を耳にしたことがあります。お父さん

お母さん、大人が子どもに与えている影響があるのかなと思って、地域コミュニティの

中でわざと「男女共同参画」という言葉を持ち出して「今はそういうことはあまり言わ

ないのですよ」と声かけをしたり、コミュニティの中で、地域で子どもを育てるという

ことを掲げているので、あの子は家庭でＤＶにあっているかもしれないとか情報が入っ
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てきたときに子どもにどう接していくのかをコミュニティの中で話し合ったりしていま

す。しかしその後どうしたらいいのかわからないという問題が出てきています。親はＤ

Ｖを行っているという感覚が一切ないのですが、私たちが本人に「あなたはＤＶをして

いる」とは言うことはできません。なのでどうするかとなった時に地域の中でお母さん

やお父さんをフォローしていくことを、地道に、同じ立場で啓発しています。言葉のひ

とつひとつに気を付けて拾っていく作業を限られた人数で行っています。 

（福成委員）圓城寺委員さんの話はとても素敵な取り組みだと思います。私たちは「女の子だ

から料理が出来ていいね」「男の子だからしっかりしなさい」等が当たり前だった中で

育ってきています。その当たり前を見直すということがこれは小城市の中だけではなく

て佐賀市の協議会の時にも話が出ました。中学生になったら当たり前に制服を着ます、

男の子はズボンで女の子はスカートで、男の子は髪の毛が耳にかかってはいけない等と

いろんな校則があり、校則は大事なものです。しかしその中で私たちが性差があるとい

うことも知らないでいると、その「当たり前なこと」で苦しんでいる子どもたちがたく

さんいるということをもっと地域全体が県や日本や世界全体が、知った方がいいのでは

ないかと、そしてそれが認められていくといいなと思います。イコール自由でいいのか

とかそういう安直なことではなくて、もしかしたらそういう子がいるのではないかと慮

ることが、私たちが地域にどう関わるかが大変重要なのではないかと思います。先程言

葉に気を付けて拾っていくとおっしゃっていましたが、感情やヒントも一緒に拾ってい

くことが地域で行われると生きやすくなるのではないかと感じました。 

（古川委員）余談ですが、先日子どもクラブでレクリエーションを行った際に、私が冗談で

「学校の先生は勉強を教えるけど、学校から帰ってきて勉強を半分、遊びを半分しなさ

い」と「外で半分遊んで夕方遅くなってもいいから、叱られたら友達と一生懸命遊んで

時間を忘れたんだとお父さんお母さんにはっきり言って謝りなさい」と伝えました。友

達と一緒に遊んで、それが学びの半分であると、小さい時の学びというのは遊び半分学

習半分で、我々おじいちゃんの時代はそうだったんだと、時間があれば家事手伝いをし

て家事が終わったら遊びに行っていいと言われていた。今は家に閉じこもって何をやっ

ているかわからない。遊びたいと思ったら友達の家に行って「公民館で遊ぼう」「学校

で遊ぼう」と誘って一生懸命遊びなさいと伝えました。それを地域の人が見て「あそこ

の子は元気だね」と「あそこの子はまだ出てきていないがどうしたのだろうか」と地域
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での見守りにつながると思います。西日本土砂災害にあった方の中には、被災する前は

２、３軒となりの方も知らないような状態だったそうです。それが実際に被災してひど

い目にあったものだから、なんとかしないといけないと、地域防災のことを集まって話

し合いをして防災訓練を行って、今はだれがいないとかチェックを行える体制を作り、

避難が済んでる目印として黄色いタオルを掛けたり、最終的に名簿提出までを 30 分以

内でできるようになったそうです。約 200 世帯の地域だそうです。地域のみなさんが話

し合い、何かあった場合には駆けつけてくれるというような対応が行われているようで

す。「男性であれ、女性であれ」という時代ではないわけですから、ともに手を携え

合ってやっていく必要がある時代です。子どもたちにやはり平等という感覚があってほ

しいと思います。 

（吉岡会長）隣の子どもを気に掛けるなど、そういう雰囲気を醸成していければいいかもしれ

ません。 

（圓城寺委員）コミュニティの中で防災の話とかよく出て来ていますけど、小城市も防災対策

課に女性の方が配置されて、私も女性消防団に入っていますけど、入団し易くなりまし

た。「女性、子どもの防災の場所」というのがコミュニティの集まった時によく話題に

なります。今回、３－３の資料の中で「小城市ボートピア三日月環境問題調整委員会」

ですが、ボートピア三日月と協定を結んで防災の避難施設になると報道がありましたが、

委員が決まっているのは理解していますが、そういう協定を結んだというのであれば、

女性消防団を委員に入れてもらいたいという要望と、もっとオープンにこういう風に小

城市はして行くというものを出していただけたらいいと思います。そういう話がコミュ

ニティの中でよく挙がります。今の季節位から、水害の時期になり始めたらお父さん、

お母さんの方からそういう話をよく聞きます。 

（吉岡会長）資料３-２の５ページ目「地域防災における男女共同参画の推進」ですが、ひと

つの柱にもなってきますけども。 

（企画政策課長）まず、資料３-３の９「小城市ボートピア三日月環境問題調整委員会」のこ

とですが、委員数は 14 名となっていますが、基本的に市の課長級職員が５名、それと

織島地区の区長さんが９名です。オートマチィックになっておりまして、そこに女性が

いなかったということと、管理職が企画政策課長、総務課長、建設課長、環境課長、教

育部長というメンバーになっておりまして、偶々全員が男性であったということがあり
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ますので 14 名が男性となっております。ボートピア三日月と災害協定を結ばれた話で

すが、これは、小城市ボートピア三日月環境問題調整委員会とは全く別の問題でして、

環境問題調整委員会というのは、ボートピア三日月が地元にある事で例えば、ゴミを散

らかされる方がいらっしゃるとか防犯上とか交通安全上あの施設がある事で地元の区長

さんと小城市が話し合いをして必要があれば唐津市の方にお話をさせていただくという

ような場になっておりますので少々違います。ボートピア三日月は、今まで唐津市の直

営だったのですが、民間の会社の方に譲渡されています。唐津市さんの話だと改築する

のに費用がとてもかかる。今は民間活力を利用する方向になっておりますので民間に譲

渡して民間の方で施設を新たに立て直していただく方向になっております。民間に譲渡

する時に唐津市さんから「地元貢献をしてください」ということでお願いがあっていま

した関係もありまして災害が起こった時には施設を開放して地元の方を受け入れするよ

うに地元貢献をしたいという申し入れがボートピア三日月からございましたので市も断

る理由もないので良い話ですねということです。避難所と言っても大雨が降って開放し

ますよという指定避難所が旧町の各町に一カ所ずつありますが、それ以外に大規模な停

電や土砂崩れしたとか洪水になったとかそういう場合には学校を開放するとか様々な公

共施設を開放するとなっていますが、その施設の中に一つ加えるということですので通

常、ボートピア三日月を避難所として利用することはないんですけど、先程言いました

大震災とかそういう時に開放していただくという協定を結ばせていただいたということ

になっておりますので、よろしくお願いします。 

（吉岡会長）小城市の防災担当課に女性が加わっておられるのですか。 

（企画政策副課長）女性職員が昨年度からおります。 

（圓城寺委員）実際、女性が入られたので、女性消防団に入りたいという人が増えたのですね。

何故かというと制服のサイズを測らないといけないとかそういうことがあって女性は恥

ずかしくて。女性職員だったら伝えやすい。小さいことですが、消防団に入るための入

口のネックだったりすることもあるので良かったなと思います。 

（企画政策課長）そういった意見が出たことについて総務部長や人事権を持つ部署にお伝えし

ていきたいと思います。ありがとうございます。 

（吉岡会長）資料３－３の７「小城市防災会議」も 25 名中２名だと少ない。もう少し増えて

くればいいと思いますね。もう少し多様な視点で見られるようにね。 
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（企画政策副課長）防災会議ですが、こちらも充て職の方が多くてですね、国土交通省、陸上

自衛隊、土木事務所関係、水道企業団、日本赤十字社等の充て職で男性が多いというこ

とですが、２名は婦人会と消防団の女性部の方から出てもらっています。 

（村山委員）資料３－３に「小城市審議会における女性登用率調べ」があり、数字を調べてい

ただいています。それぞれ女性の割合が少ない部分を分析でき、また、各課へ働きかけ

ができるかと思います。男女共同参画の意識が高まれば少しずつ女性の割合は上がって

くるのではないかと認識しているところではありますが、資料３-３の３ページに「小

城市審議会等における女性の参画状況の推移」というものがあります。これは進んでい

る状況にあるのか、努力した結果であるのか、もっと努力すれば更に上がるのかよくわ

からないのですが、その下の「佐賀県内市町の審議会等における女性の参画状況」で、

佐賀市が 42.3％と他の市町に比べるとおよそ 10 ポイントほど高い数字を示しているわ

けですが、担当課としてなぜ佐賀市がこれだけ高いのかそして小城市やその他の市町が

低いのか、情報交換や分析等されたらいいのではないかと思います。なぜ佐賀市はこれ

だけ高いのでしょうか？全国的に見たところで高い市町の数字など教えていただければ

と思います。 

（企画政策副課長）すみません、佐賀市さんが 40％を超えて高いその要因については調べて

おりませんので、今後佐賀市さんに聞き確認をとっていきたいと思います。小城市の状

況が高いのか低いのかということですが、国では、30％という目標がありまが、小城市

は国の目標の 30％はクリアしているというところではあります。しかし、県内他市で

は 30％を超え小城市よりも高い市もあります。第２次男女共同参画プランでは５年後

に 35％という目標を立てています。若干上がったり下がったりという変動が続いてい

まして、なかなか伸びていない状況にあると思いますが、教育委員会関係ですが、35

番「小城市教育委員会」が６人中女性が３人ということで、少しずつ男女共同という視

点を持って女性委員を増やしていってもらっていますので、引き続き審議会等委員の所

管課へ働きかけをしていきたいと考えています。 

（村山委員）30％というのは、全国的にも低いところもあるから国がそういう数字を出したの

ではないかなと思います。それに満足せずにさらにというところと、進んでいる佐賀市

なんかの分をぜひ取り入れていただいてそれぞれの特性ごとに各課の目標数値や取り組

みに反映されていくのではないかと思います。佐賀市だけでなく全国的にも高いところ
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があればそこを参考にされたら良いのではと感じました。また小城市が主としてできる

ものとして小城市教育委員会のことをおっしゃいましたが、同じように 42 番「学校評

議員」も 32.7％の 55 人中 18 人という数字も、教育委員会が指導するともう少し女性

の割合を増やすことができるのではないかと思いますので、働きかけをお願いします。 

（原副会長）資料３-２の３ページ１番「男女共同参画を推進するための研修会等を開催し、

意識啓発を行う」について、受講者数を記載してありますが、受講者の満足度等のアン

ケートとかはとってありますか？ 

（企画政策課副課長）男女共同参画フォーラムについては、アンケートをとっています。 

（原副会長）取ってあるのであれば、評価も一緒に見られるといいかなと思います。７ページ

の 36 番「市職員の育児休業・介護休業制度等の周知を図り、取得促進に取り組む」で

すが、100％にならないのは何が障害になりやすいのか。上司が非協力的なのか本人の

意識がそうなのか、内部にある障害を取り除いていかないといけないと思うのですが、

いかがでしょうか。 

（企画政策課副課長）これは、配偶者が出産した際に男性職員が３日間の「配偶者出産休暇」

また配偶者が出産した際に育児休暇として５日間の「配偶者出産時育児休暇」の取得割

合 100％を目標にしているのですが、昨年度は、６人対象の男性職員がいたのですが、

４人が取得しました。取得できない、しない理由を確認しながら取得促進に取り組んで

行くことが必要かと思っています。 

（原副会長）本当はある程度の期間育休をとってもらって、男性が育児や家事を真剣にすると

いうのも夫婦の関係性においてもこの時期は結構妻が苦労する時期なので、しっかり促

していく必要があると思います。 

最後に、９ページの 49 番「市職員のハラスメント研修を充実し、庁内相談窓口の周

知を図る」ですが、管理職者の研修の受講の状況はどうですか。一般職員の研修はあり

ますが、管理職者向けにも行ったほうがいいと思います。国もやはり上級職の人もハラ

スメント研修を受けるようになっていますから、管理職者研修というのを別に設けるこ

とをお勧めしたいと思います。 

（企画政策課長）管理職者向けのハラスメント研修は毎年行っております。基本的なことから

話し合っておりますが、管理職自身も最近は辛いものになってきていまして、私たちが

どうかなった時はだれがフォローしてくれるんだろうかとそちらの方にシフトしてきて
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いるようです。 

（吉岡会長）管理職というのは課長級以上ですか。 

（企画政策課長）課長級以上です。 

（原副会長）課長以上の方の受講者数もここに書いていただくと頑張っているということがわ

かりやすいと思います。相談窓口の充実というのも大切だと思うんですが、市職員どう

しでハラスメントが起きると市に相談するのはなかなか難しいと思いますので、そのあ

たりも考えていただきたいと思います。 

（吉岡会長）育休についても取られた方取られなかった方に取らなかった理由、取るときに難

しかったことなどをぜひ調査・分析すると色々見えてくるのではないでしょうか。 

（古川委員）資料３-３の３１番「小城市空家等対策協議会」について、これは女性委員数が

０です。不動産や法律の専門家の方が委員になっていらっしゃいますが、女性の方の意

見が必要な場合があると思います。委員の 30％にあたる３名程度の女性の方がいらっ

しゃればいいなと思います。というのも、空き家に対して女性の視点が必要ですし、男

性は行けないこともある中で女性であれば実際に見にいける場合があったりしますので。 

（企画政策課長）小城市空家等対策協議会につきましては、先ほど区長さんの方から言われま

した区長連絡協議会、シルバー人材センター、弁護士会、司法書士会、土地家屋調査士

会、建築士会、小城警察署、小城消防署、土木事務所とそれぞれ充て職というと申し訳

ないのですが、それぞれ専門の方に出ていただいています。しかし、任期は 32 年度ま

でとなっていますので、改選の時に女性の視点を入れられる様な方策がないかという話

を担当課長に私のほうから働きかけをしていきたいと思います。ご期待に添えるかわか

りませんが、そのようにしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（船津委員）第２次プラン作成時に参加させていただきました。みなさんと一緒に一生懸命

作ったプランだったということを思い出しました。そんな中で未実施があるのは、とて

も残念なことなので、それぞれのところで努力はされていると思うのですが、私たち委

員の思いというのもあることを知っていただきたいと思います。小城市がそれぞれの立

場でいい市になっていくというところで、それぞれの立場でいろんな方と関わっていま

す。私は子育て支援の立場で、若いお母さんや子どもたちと関わっています。子どもの

言葉から家庭が見えてくることもあります。気付いた人が他のメンバーに相談して、こ

ういうことがあったのだけどどう働きかけていったらいいのか等、行政や専門の知識を
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お持ちの方もいらっしゃるので、言葉を見逃さずにみんなで知恵を出していけたらいい

なと思います。 

（西村委員）私は初めてこの審議会に参りました。事前に勉強しておくべきだったなと反省し

ているような段階なのですが、家族の会話の中で子どもが受ける影響は多々あると思い

ます。子どもは（家族が話すことを）聞いていますから、まずは若い人、これから子ど

もを持つような方を先に意識づけをしていかなくてはいけないと思います。そのために

はやはり昼間仕事をされている方もいらっしゃるので、そういう機会を昼間でなくても

夜でも時間をいただいて意識啓発をするような企画をしていただきたいということを感

じました。自治会でという話もありましたし、会合なんかは夜行われていますので、そ

ういう時にでもお話しを聞けるような企画をしていただけたらと感じました。 

（吉岡会長）研修会や講演会を色んな時間帯に開いて、参加できる時に参加してもらえるよう

な工夫をお願いしたいとのことですね。相浦委員さんいかがでしょうか。全体の感想で

も何かありますでしょうか。 

（相浦委員）私もこういう会議に参加していますけども、おじいさんおばあさんも含めて家族

総出のチームワークで行って初めて男女共同参画ができるのかなと思います。息子のお

嫁さんも外に行く機会が多く、子どもを預かる機会も増えています。私と妻とで交替で

お互い協力し合いながらやっています。家族みんなが協力し合って仕事等の調整を行っ

ていく必要があると思います。 

（吉岡委員長）近くに実家があったり、三世帯で暮らしている方でも大変だという話をよく聞

きますので、近くに実家がなかったり、夫婦だけのところなどは本当に大変でしょうね。 

（吉田委員）私は青少健の活動も行っておりますが、青少健というよりはお年寄りばかりがい

らっしゃいます。なかなか難しいなと感じています。 

（吉岡委員長）若い世代にどう広めていくかというところがですね。 

（中尾委員）いろんなところからご意見をいただいて自分が活性化してきているような気がし

ます。最初に副市長さんのご挨拶の中にあったように、男女共同参画社会基本法がス

タートして 20 年ですね。それぞれのところで地道に地道に活動されているんですが、

見えないんですね。見える場が少ないので。どこにいっても「男女共同参画」とか「平

等」とかっていうのをどこでも自由にしゃべれるような雰囲気づくり、自治会の話とか

聞いていましても、素晴らしい活動をされていると思いましたので、一人ひとりのコ
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ミュニケーションの中からしか進んでいかないものであるとつくづく感じました。もっ

とアピールすることも大切ですが、広報の方が予算の関係もあり少し弱かったかと思い

ます。私は市報の朗読のボランティアを行っていますが、男女共同参画の記事がもう少

し多くてもいいかなと思います。紙面が限られている中で色んな記事を入れないといけ

ないのはわかりますが、場所場所でこういうものがありますと掲載してもらうと、その

言葉が日常的に聞こえてくる地域になっていくといいかなと思いました。私も少しお手

伝いが出来たらと思っておりますので、よろしくお願いします。 

（古川委員）私の自治会では「公民館便り」を出しています。運動会やソフトボール大会等の

情報を掲載していますが、地域の人たちの声も聴いて紙面にあげています。そこで「何

かやりたい」という思いがあれば必ず公民分館長か私（区長）に連絡をもらうようにし

ています。いろいろと便利な面もあるし、「なぜこんなことをしているのか」というク

レームもありますが、自治会の役員会についても、紙面で「こういうことを話し合いま

した」ということをお知らせすると、次はどんなことをやるのかという問合せ等々もあ

りますので、やってよかったと思っています。 

（中尾委員）すばらしい活動ですね。 

（吉岡委員）その他はよろしいしょうか。それでは、昨年度の実績について検討したというこ

とでよろしいでしょうか。地元で行われていることについてもう少し広く知らせること

ができればという意見がありました。 

では議事の（２）平成 31 年度男女共同参画関連事業計画について、資料４に基づいて、

ご説明をお願いします。 

 

（２）平成 31 年度男女共同参画関連事業計画について【資料４】 

事務局より説明。 

 

（吉岡会長）今年度の既に実施されたものもありますが、実施計画であります。昨年度と同様

のものですが、ご意見・ご質問はありますでしょうか。 

（竹内委員）「男女共同参画ネットワーク」という団体があって、男女共同参画に対して色々

とご尽力いただいています。私も少し関わらせていただいている状況です。その中で、

志を持って一生懸命取り組んでいらっしゃいます。例えば男の本音トーク等、斬新なア
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イデアを出されて取り組まれているその姿に何かお手伝いができないかなと思いつつ、

出来ていないのが実情です。何が言いたいかと言いますと、一生懸命活動をされている

のですが、すべて手弁当で行われているということです。この活動も８割方活動費が出

たり、委託すればその方たちには講師料としてお支払いができますが、自分達は志で

行っているから構わないとおっしゃいます。素晴らしい活動をして本ではないですが作

られたりされているところに、もう少し活動がもっと広がるような取り組みをする際の

活動費等々があれば小城市の男女共同参画事業に対してもっとひろがりが持てるのでは

ないかと。そしてもっと力を借りるともっとすごいことが起こるのではないかと思って

います。現在、年齢層が高めです。若い方たちも一緒に取り組むことができるにはどん

な風にしたらいいかとすごく考えて取り組まれております。昼間に動ける人たち、夜に

動ける人たち、それぞれいらっしゃるので、活動のしやすさ、小城市が爆発的にわくわ

くするような活動ができたらいい。皆さんすごくアイデアを持っていらっしゃって、圓

城寺さんも様々な取り組みをされていて、発信力もすごいと思います。発信という部分

と、取り組みという部分と、アイデアという部分全て一体的にできればいいなと思いま

す。今後そういうところも視野に入れて予算を組まれたら、おもしろいことが起こるの

ではと思います。 

（吉岡会長）私も一緒に活動させていただくことがありますが、行政側からすると一私的、民

間団体をどこまで支援できるかということがそもそも難しいこともあると思いますが、

協力できることは行政と民間組織とが協力・連携し合って、予算的な面では、やはり市

が募集する男女共同参画支援事業等に応募して予算獲得を目指していただくということ

にはなるかと思いますが、ぜひ支援を可能な限りで手厚くしていただければと思います。 

（村山委員）私も初めてこの審議会に参加するのですが、年間どれくらい開かれるのでしょう

か。 

（吉岡委員長）審議会の開催回数ですね。 

（企画政策副課長）審議会は、例年は１回です。昨年度の実績の報告と今年度の計画をお知ら

せする１回ですが、プランを策定の前には複数回、４回程度行っております。今年度、

来年度は１回ずつになるかと思います。フォーラム開催等、特にお知らせした方がよい

内容についてはご案内させていただきますが、会議という形では今年度はこの１回とな

ります。 
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（吉岡会長）昨年度の事業について出た意見など、可能な限り反映させていただいて今後もぜ

ひ取り組んでいただきたいと思います。議事は以上でございますが、何か委員さんから

ありますでしょうか。なければ、以上で審議会の議事をお戻しいたします。 

 

４. 閉 会 

 

（企画政策課長）本日は長時間に渡って活発なご意見をいただき、ありがとうございました。 

先日７月 10 日くらいの新聞に「女性活躍のための、何が壁になっているか」という記

事が掲載されていて、「社会の意識が一番の壁になっている」というのが 16.4％で一番

多い回答でした。社会の意識を変えるとなると地道な事業を少しずつでもコツコツとや

るしかないかなというふうに思っております。それと広報のことに関しましては切り口

を変えるとかですね、もっと積極的な広報活動に努めたいと思います。 

それではこれをもちまして小城市男女共同参画審議会を終了させていただきたいと思い

ます。今日はありがとうございました。 

午後１２時００分 閉会 


